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　５月１７日、第３３回球磨中学校体育大会が開催されました。
雨が心配され、一部プログラムを変更して行われましたが、生
徒は、短い練習期間で素晴らしい演技を披露し、保護者や来賓
席からは、大きな拍手を受けました。　
　閉会式で、青団・白団両団長が感謝の言葉を述べると感極ま
り涙する生徒も。３年生は最後の体育大会で、いい思い出にな
りました。

全 力 疾 走  〜 勝利めざして突き進め 〜
（球磨中学校体育大会）
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Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
が
今
年
、
全

線
開
通
一
〇
〇
周
年
を
迎
え

ま
す
。
こ
れ
に
併
せ
、
Ｊ
Ｒ

九
州
で
は
、
平
成
十
九
年
一

月
の
定
例
会
見
で
、「
Ｓ
Ｌ
」

を
熊
本
人
吉
間
で
復
活
運
行

す
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

復
活
運
行
す
る
「
Ｓ
Ｌ
」

は
、
平
成
十
七
年
ま
で
「
Ｓ

Ｌ
あ
そ
Ｂ
Ｏ
Ｙ
」
と
し
て
豊

肥
本
線
を
運
行
し
て
い
た
蒸

気
機
関
車
で
す
。

　
「
Ｓ
Ｌ
あ
そ
Ｂ
Ｏ
Ｙ
」
は
、

老
朽
化
に
よ
り
廃
車
さ
れ
ま

し
た
が
、
Ｊ
Ｒ
九
州
小
倉
工

場
で
、
修
復
し
整
備
さ
れ
、

「
Ｓ
Ｌ
人
吉
」
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　
「
Ｓ
Ｌ
人
吉
」
は
、
肥
薩

線
で
試
運
転
を
何
回
も
行

い
、
四
月
二
十
五
日
の
復
活

運
行
を
迎
え
、
一
勝
地
駅
で

は
二
日
間
に
わ
た
り
歓
迎
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

四
月
二
十
五
日
、
午
前
十
一
時

四
十
二
分
、
一
勝
地
駅
下
り
ホ
ー

ム
に
黒
煙
を
上
げ
、
迫
力
あ
る
音

と
汽
笛
を
鳴
ら
し
、
入
っ
て
く
る

「
Ｓ
Ｌ
人
吉
」
の
勇
姿
は
、
ホ
ー

ム
で
迎
え
る
約
五
百
人
の
地
域
住

民
や
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

列
車
か
ら
降
り
て
き
た
乗
客
約

百
三
十
名
は
、
約
十
分
間
の
停
車

時
間
で
、
地
元
友
尻
地
区
の
協

力
で
準
備
し
た
、
新
茶
や
球
磨
焼

酎
を
試
飲
し
た
り
、
駅
前
広
場
で

は
、
郷
土
芸
能
の
「
高
沢
農
婦
踊

り
」
を
見
学
し
ま
し
た
。
ま
た
、

入
場
券
の
販
売
や
記
念
ス
タ
ン
プ

に
は
、
長
蛇
の
列
が
で
き
ま
し

た
。

　

一
勝
地
駅
周
辺
及
び
沿
線
に
は

多
く
の
鉄
道
フ
ァ
ン
が
集
ま
り
、

「
Ｓ
Ｌ
人
吉
」
の
勇
壮
な
姿
を
カ

メ
ラ
に
お
さ
め
て
い
ま
し
た
。
そ

の
中
の
一
人
で
、
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ

タ
ー
と
し
て
全
国
を
鉄
道
で
旅
さ

れ
て
い
る
白
川
淳
さ
ん
（
東
京
都

在
住
）
は
「
や
は
り
、
Ｓ
Ｌ
は

か
っ
こ
い
い
で
す
ね
。
魅
力
は
煙

を
吐
い
て
蒸
気
を
だ
し
て
走
る
姿

で
す
。
こ
ん
な
に
歓
迎
さ
れ
て
、

今
日
は
来
た
甲
斐
が
あ
り
ま
し

た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
三
時
、
一
勝
地
駅
上
り

ホ
ー
ム
に
、
「
Ｓ
Ｌ
人
吉
」
が

入
っ
て
く
る
と
、
「
高
沢
農
婦
踊

り
」
が
披
露
さ
れ
、
物
産
品
や
入

場
券
な
ど
の
販
売
、
記
念
ス
タ
ン

プ
と
ホ
ー
ム
は
、
乗
客
や
出
迎
え

の
住
民
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
入
場
券
が
百
五
十

一
枚
販
売
さ
れ
、
出
迎
え
用
の

「
だ
ん
だ
ん
な
あ
」
小
旗
は
、
約

九
百
本
配
ら
れ
ま
し
た
。

　

二
十
六
日
に
も
、
同
様
に
約

四
百
人
が
出
迎
え
、
郷
土
芸
能
の

「
庄
本
組
太
鼓
踊
り
」
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
日
も
、
下
り
上

り
線
で
九
十
一
枚
の
入
場
券
が
販

売
さ
れ
、
約
八
百
本
の
小
旗
が
配

ら
れ
ま
し
た
。

来
た
ぞ　

来
た
ぞ　

Ｓ
Ｌ
が
来
た
ぞ
〜
！

「
Ｓ
Ｌ
人
吉
」
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
開
催
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　数年ぶりにＳＬが運行する話を聞い
て、地元である友尻地区で何かお手伝
いすることがないかと思い、お茶や球
磨焼酎の試飲コーナーでお手伝いしま
した。久しぶりに一勝地駅も賑わい楽
しいイベントが出来たのではないかと
思います。おもてなしの心で今後も地
域をＰＲしていきたいと思います。

お茶の接待で協力いただいた
友尻地区班長　

橋 詰  兵士郎さん

「ＳＬ人吉」運行詳細
☆運 転 日　　�１１月２９日（日）までの金曜・土曜・休

日・夏休みの毎日（但し、検査のため毎週
火曜日と、８月３日は運休）

☆運行区間　　鹿児島本線・肥薩線　熊本〜人吉間（１日１往復）

☆車　　両　　ＳＬ＋客車３両　定員１３２名  全車指定席

☆き っ ぷ　　�ご乗車の場合は、ご利用区間の乗車券のほ
か、座席指定券が必要です。

　　　　　　　�指定料金　大人：８００円（小人：半額）
熊本駅から人吉駅までご利用の場合（大人
お一人様片道あたり）乗車券1,770円＋指
定券800円

☆きっぷの購入　�ＪＲ予約センター（熊本駅内）　　　　　
☎０９６−３１９−１６１６（10:00〜）

　　　　　（全席指定席で、搭乗日の１ヶ月前から予約できます）

写真で見る「ＳＬ人吉」復活運行イベント

だんだんなあ〜

人吉市開催のイベントにも参加しました（高沢農婦踊り）

勇壮に太鼓踊りを披露（庄本組太鼓踊り保存会）

高沢農婦踊りに歓迎されて一勝地駅に入る「SL人吉」

臨時茶屋も大好評でした

駅のホームは大賑わい（上り線） イベント前日、一勝地駅を清掃
（村シルバーボランティア協会）
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く
ま
む
ら
農
業
の
振
興
を
考
え
る

シリーズ

No.3
　

く
ま
む
ら
農
業
振
興
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
会
議
は
、
本
年
一
月
か
ら
三

回
開
催
さ
れ
、
本
村
農
業
が
か
か

え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て

検
討
し
て
き
ま
し
た
。
去
る
五
月

一
日
に
は
、
鈴
木
会
長
の
報
告
会

が
あ
り
、
本
年
十
月
の
村
長
答
申

に
向
け
て
の
、
今
後
の
審
議
内
容

の
絞
込
み
に
つ
い
て
の
提
案
が
あ

農
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
・
経
過
報
告

り
ま
し
た
。
今
回
は
、
こ
れ
ま
で

の
会
議
の
途
中
経
過
を
紹
介
し
ま

す
。

一
．
く
ま
む
ら
農
業
の　

　
　

条
件
不
利
性
の
克
服

　

く
ま
む
ら
農
業
の
振
興
を
阻
害

し
て
い
る
条
件
不
利
性
を
委
員
一

同
、
再
確
認
い
た
し
ま
し
た
。
次

の
よ
う
な
二
大
条
件
不
利
性
を
克

服
し
、
次
世
代
に
農
地
を
残
し
な

が
ら
持
続
可
能
な
営
農
環
境
を
創

生
す
る
た
め
に
、
抜
本
的
な
対
策

案
を
検
討
し
ま
す
。

○�

鳥
獣
害
対
策
に
よ
る
安
心

感
の
回
復

　

「
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
で
、
収
穫

直
前
の
作
物
が
全
滅
し
て
い
る

農
家
や
集
落
が
多
い
。
高
齢
者

世
帯
に
と
っ
て
は
死
活
問
題
だ
。

極
端
な
話
、
害
獣
駆
除
の
た
め
に

自
衛
隊
に
出
動
要
請
し
た
い
く
ら

い
だ
」
と
語
る
の
は
友
尻
辰
生
委

員
。
サ
ル
、
シ
カ
、
カ
ラ
ス
に
し

て
も
同
じ
こ
と
。
生
産
者
の
「
や

る
気
」
を
な
え
さ
せ
て
し
ま
う
の

は
問
題
だ
。
安
心
し
て
農
業
に
取

り
組
め
る
方
策
を
考
え
ま
す
。

○�

道
直
し
・
田
直
し
か
ら
の

農
業
再
生

　

「
ト
ラ
ク
タ
ー
も
入
ら
な
い
、

軽
ト
ラ
ッ
ク
も
近
づ
け
な
い
よ
う

な
田
で
は
、
ど
ん
ど
ん
放
棄
さ
れ

て
い
く
の
は
当
た
り
前
。

　

条
件
が
悪
す
ぎ
る
か
ら
、
代
わ

り
に
引
き
受
け
て
く
れ
る
人
も
見

つ
か
ら
な
い
」
と
語
る
の
は
毎
床

勝
博
委
員
。
農
道
の
幅
を
広
げ
簡

易
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
を
す
る
道

直
し
と
、
畦
ぬ
り
対
策
や
農
業
機

械
が
稼
動
し
や
す
い
よ
う
な
田
直

し
が
必
要
だ
。
そ
う
し
な
い
と
現

在
の
耕
作
者
が
引
退
し
た
後
に
次

世
代
に
農
地
を
引
き
継
ぐ
こ
と
は

で
き
な
い
。

二
．
各
種
補
助
事
業
に

　
　
　
　

つ
い
て
の
検
証

　

現
在
、
村
単
独
で
補
助
金
・

助
成
金
を
支
出
し
て
い
る
事
業

は
、
十
八
事
業
で
す
。
十
八
事

業
の
う
ち
梨
忌
避
灯
設
置
事
業

の
予
算
総
額
五
万
円
の
み
が
、

二
〇
〇
八
年
度
に
お
い
て
申
請
件

数
が
ゼ
ロ
で
し
た
。
次
年
度
以
降

の
事
業
自
体
の
見
直
し
が
必
要
と

思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
以
外
の
十
七

事
業
に
関
し
て
は
、
予
算
総
額

八
百
四
十
九
万
円
の
ほ
と
ん
ど
が

消
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
十
七
事
業

に
つ
い
て
は
次
年
度
移
行
も
継
続

が
望
ま
れ
ま
す
が
、
国
の
地
方
交

付
税
の
減
額
に
起
因
す
る
村
の
財

政
悪
化
を
考
慮
す
れ
ば
、
予
算
規

模
と
事
業
自
体
の
必
要
度
に
応
じ

て
、
各
事
業
の
見
直
し
が
必
要
と

思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
場
合
、
補
助

事
業
の
廃
止
や
拠
出
金
額
を
見
直

す
「
尺
度
や
ウ
エ
イ
ト
」
を
設
定
す

る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
廃
止
、
増

額
、
減
額
の
客
観
的
な
根
拠
を
示

す
必
要
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
三�

．
遊
休
農
地
（
耕
作
放

棄
地
）
の
利
活
用

　

二
〇
〇
八
年
度
に
お
け
る
球
磨

村
全
体
の
耕
作
放
棄
地
は
八
九
･

四
ha
で
す
。
こ
の
面
積
は
村
全
体

の
耕
地
面
積
三
一
〇
･
五
ha
の
う

ち
の
二
八
･
八
％
を
も
占
め
て
い

ま
す
。
農
振
農
用
区
域
内
に
は

五
八
･
九
ha
（
全
耕
作
放
棄
地
の

六
五
・
九
％
）
も
の
耕
作
放
棄
地

が
あ
り
、
対
応
が
急
が
れ
ま
す
。

地
区
的
に
は
一
勝
地
に
四
三
・
三

ha
、
三
ケ
浦
に
二
七
･
二
ha
、
渡

に
一
二
・
七
ha
の
耕
作
放
棄
地
が

あ
り
、
村
全
体
の
約
九
三
・
一
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
神
瀬
と
大
瀬

の
両
地
区
に
は
計
六
・
二
ha
と
少

な
い
の
で
す
が
、
両
地
区
が
山
が

ち
な
地
形
の
た
め
耕
地
面
積
そ
の

も
の
が
少
な
い
こ
と
に
起
因
す
る

も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　

前
述
の
耕
作
放
棄
地
は
さ
ま
ざ

鈴木会長の報告会の様子

農地の整備が行われた大瀬地区の改良区域
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ま
な
理
由
に
よ
っ
て
発
生
し
て
い

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
家
か
ら
遠
い
、
土
地
生

産
性
が
低
い
、
鳥
獣
害
が
あ
る
、

労
働
力
不
足
や
高
齢
化
、
機
械
が

入
ら
な
い
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
が
入

れ
る
道
路
が
な
い
な
ど
の
理
由
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
棚
田
景

観
の
保
全
・
保
存
に
配
慮
し
て
基

盤
整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
と
に
日
本
棚
田
百
選
の
松

谷
・
鬼
の
口
の
両
棚
田
地
区
に
つ

い
て
は
、
本
村
の
み
な
ら
ず
国
と

し
て
も
重
要
な
文
化
的
景
観
で
す

か
ら
、
こ
と
さ
ら
注
意
を
払
い
た

い
も
の
で
す
。

四
．
今
後
の
方
向
性

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
ま
い
り
ま
し

た
こ
と
以
外
に
も
、
く
ま
む
ら
農

業
振
興
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
で
の

検
討
事
項
の
ひ
と
つ
に
、
「
く
ま

む
ら
農
業
の
夢
を
語
る
」
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
半
年
間
の
農
業
振
興

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
で
は
、
①
夢
を

実
現
す
る
サ
ポ
ー
ト
業
務
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
②
専
業
的
中
核
的
農

家
の
支
援
施
策
に
つ
い
て
、
③
高
齢

者
農
業
の
支
援
施
策
に
つ
い
て
、
④

兼
業
農
家
の
支
援
施
策
に
つ
い
て
、

⑤
球
磨
村
の
棚
田
を
活
用
し
た
地

域
づ
く
り
に
つ
い
て
、
の
五
つ
の
課

題
を
軸
に
取
り
組
み
の
あ
り
方
を

検
討
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
「
参

加
と
協
働
」
理
論
に
よ
る
ム
ラ
を
活

性
化
す
る
仕
組
み
と
仕
掛
け
づ
く

り
、
地
域
や
集
落
の
個
性
を
活
か
し

な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
の
構

築
を
試
み
ま
す
。

　

そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
①
村
民
の

農
業
振
興
に
か
か
わ
る
具
体
的
な

夢
を
実
現
す
べ
く
、
新
し
い
く
ま

む
ら
農
業
の
将
来
像
を
策
定
す

る
、
②
日
本
棚
田
百
選
の
う
ち
の

松
谷
棚
田
や
鬼
の
口
棚
田
を
軸
と

し
た
本
村
の
恵
ま
れ
た
地
域
資
源

を
有
効
に
利
活
用
す
る
形
態
で
、

村
づ
く
り
の
在
り
方
を
模
索
す

る
、
③
こ
れ
ま
で
村
で
取
り
組
ん

で
き
た
各
種
事
業
、
補
助
金
を
見

直
し
て
、
本
村
農
業
が
歩
む
べ
き

方
向
性
と
整
合
性
を
図
り
ま
す
。

収穫時には成果をあげる栗集荷ネット

【開催スケジュール】
期　　日 時　間 会　　場 対象区 対　象　班

６月　８日（月）

１９：００

〜２１：００

神瀬多目的
集会施設 16･17･21

蔀・和田・堤岩戸・
神一区・神二区・木屋
角・上原・松野・大瀬

６月１１日（木）
神瀬多目的
集会施設 18･19･20

四蔵・永椎・日当・
大岩・箙瀬・伊高瀬・
上蔀・多武除・楮木・
川島

６月１２日（金）
生活改善
センター 6 岡・浦野・板崎・

中園・田頭・馬場

６月１５日（月）
石の交流館

「やまなみ」 9･10
野々原・中屋・中津・
黄檗・吐合・日隠・
中渡・岳本・黒白

６月１８日（木）
石の交流館

「やまなみ」 8･11･12
友尻・宮園・橋詰・
柳詰・松舟・田代・
池下・淋・向淋・大坂間・
告・松本・小谷

６月１９日（金）
一勝地第二小学校

（体育館） 13･14･15
大無田・大久保・
鵜口・千津・松谷・
那良・那良口・毎床・
俣口・茂田・遠原

６月２２日（月）
高沢多目的

集会所 7 蔵谷・坂口・高沢・
横井・沢見

６月２５日（木）
渡多目的
集会施設 1･2･3 内布・山口・地下・

今村・峯・島田

６月２６日（金）
渡多目的
集会施設 4･5

水篠・糸原・立野・
境目・蕨谷・大槻・小川・
舟戸・茶屋・椎屋

※　ご都合が悪い場合は、他会場の座談会に参加して頂いても結構です。
　　�農業に関する皆様のご意見や農業振興に関するアイディアなどをお聞か　

せください。多数のご参加をお願い致します。

《問い合わせ先》球磨村役場 産業振興課 農業係　☎３２−１１１５　

農業に関する地域座談会を
開催します！

　
　本村では、「くまむら農業振興ビ
ジョン」を策定するために、農業振
興アドバイザー会議を設置し、くま
むら農業の将来あるべき姿や方向性
を探るために、あらゆる角度から検
討をしています。
　そこで、今回、地域農業の実情を
把握し、農家の皆様方の意見等を「く
まむら農業振興ビジョン」に広く反
映するため、地域座談会を開催しま
すので、ご出席くださいますようお
願いします。

【ご意見を頂く主な内容】
１．地域農業の現状について
２．くまむら農業の条件不利性の克服
　・鳥獣害対策による安心感の回復
　・�道直し・田直しからの農業再生

など
３．遊休農地（耕作放棄地）の利活用
４．担い手問題
５．農業振興に関するアイディア
６．今後の方向性
７．その他



�

　

四
月
二
十
四
日
、
生
活
改
善
セ

ン
タ
ー
で
第
一
回
区
長
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
は
、
区
長
の
ほ
か
、
村
執
行

部
や
行
政
区
に
配
置
さ
れ
た
職
員
が

出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
桺
詰
恒
雄
村
長
が
「
行
政

区
再
編
を
行
い
ま
し
て
一
年
が
経
過

し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
再
編
後
、
初

め
て
の
区
長
と
言
う
事
で
大
変
ご
苦

労
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
各
種
行
政
関
係
に
お
け
る
さ
ま
ざ

ま
な
お
世
話
、
ご
苦
労
を
お
か
け
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
と
も

ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
そ
の
後

に
各
課
長
か
ら
議
題
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
各
課
長
か
ら
の
説
明
は

次
の
と
お
り
で
す
。

（
一
部
行
事
が
終
了
し
て
い
ま
す
）

総
務
企
画
課

一
、
役
場
組
織
に
つ
い
て

二
、
発
送
文
書
に
つ
い
て

　

原
則
と
し
て
月
二
回
。
毎
月
十

日
、
二
十
五
日
に
発
送
（
休
日
の

場
合
は
、
次
の
平
日
）

三�

、
職
員
担
当
区
割
り
当
て
に
つ

い
て

四�

、
区
長
会
議
開
催
時
期
（
予
定
）

　

四
月
下
旬
（
新
年
度
区
長
会
議
）

　

九
月
下
旬
（
前
年
度
事
業
報

告
・
現
年
度
事
業
報
告
）

　

三
月
下
旬
（
年
度
末
区
長
会
議
）

※�

六
月
上
旬
開
催
予
定
の
村
防
災

会
議
に
出
席
依
頼
予
定
。

五�

、
第
五
次
球
磨
村
総
合
計
画
に

つ
い
て

　

五
月
に
概
要
版
を
全
世
帯
に
配

布
予
定
。

六�

、
第
五
回
ホ
タ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

に
つ
い
て

　

六
月
六
日
（
土
）

　

午
後
六
時
三
十
分
か
ら

　

石
の
交
流
館
「
や
ま
な
み
」

七
、
カ
ワ
セ
ミ
会
に
つ
い
て

・
第
六
回
東
京
カ
ワ
セ
ミ
会

　

六
月
十
三
日
開
催

・�

関
西
カ
ワ
セ
ミ
会
「
里
帰
り
ツ

ア
ー
」

　

十
月
開
催
予
定

・
第
三
回
九
州
カ
ワ
セ
ミ
会

　

十
一
月
開
催
予
定

・
第
四
回
関
西
カ
ワ
セ
ミ
会

　

平
成
二
十
二
年
二
月
開
催
予
定

・�

平
成
二
十
一
年
度
は
、
名
古
屋

市
を
中
心
と
し
た
東
海
カ
ワ
セ

ミ
会
を
設
立
予
定
。

八�

、
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
“
く
ま
む

ら
”
に
つ
い
て

　

開
催
日　

十
月
十
七
・
十
八
日

九
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
つ
い
て

・�

平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
四
日

に
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
終
了
。

・�

平
成
二
十
一
年
度
は
、
村
内
の

自
主
共
聴
組
合
（
二
十
二
施

設
）
の
改
修
を
実
施
予
定
。

十�

、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
基
本

計
画
の
策
定
に
つ
い
て

・�

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
未
整

備
地
域
を
解
消
し
、
情
報
通
信
基

盤
に
お
け
る
他
市
町
村
と
の
格
差

及
び
村
内
の
格
差
を
是
正
す
る
た

め
、
球
磨
村
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整

備
基
本
計
画
を
策
定
し
、
整
備
方

針
を
決
定
し
ま
す
。

・�

先
に
配
布
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
り
、
ニ
ー
ズ
の
分
析
と
整
備

エ
リ
ア
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

税　

務　

課

一
、
課
税
係

①�

家
屋
の
異
動
に
伴
う
調
査
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
か
ら

六
月
ま
で
の
家
屋
の
新
築
、
増
改

築
、
取
り
壊
し
等
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
別
紙
家
屋
調
査
異
動
報
告
書

に
よ
り
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

[

報
告
書
提
出
期
限]

　
　
　
　
　

六
月
三
十
日
（
火
）

二
、
地
籍
調
査
係

①
地
籍
調
査
に
つ
い
て

　

昭
和
六
十
年
度
か
ら
始
め
ま
し

た
地
籍
調
査
事
業
は
、
地
権
者
の

皆
様
及
び
推
進
員
の
ご
協
力
に
よ

り
ま
し
て
順
調
に
進
み
ま
し
た
。

平
成
二
十
年
度
で
村
内
全
域
一
筆

地
調
査
が
完
了
し
ま
し
た
。

②�

平
成
二
十
一
年
度
事
業
に
つ
い
て

　

事
業
費　

千
三
百
九
十
二
万
円

・
測
量
工
程
（
業
者
委
託
）

　

一
筆
地
調
査
が
終
了
し
た
渡
乙
地

区
の
大
王
・
外
園
・
舟
戸
・
堂
山
・

丸
尾
・
芋
谷
の
六
字
を
行
い
ま
す
。

・
閲
覧

　

今
年
の
閲
覧
は
、
渡
甲
地
区
の

山
口
、
渡
乙
地
区
の
地
下
・
今

村
・
峯
・
島
田
地
区
を
八
月
に

二
十
日
間
の
予
定
で
行
い
ま
す
。

各
地
区
の
集
会
所
等
で
出
張
閲
覧

も
行
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

住
民
福
祉
課

一
、
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
一
年
度
か
ら
同
二
十

三
年
度
の
介
護
保
険
料
（
基
準

額
）
を
、
こ
れ
ま
で
の
四
千
九
百

円
か
ら
三
百
円
引
き
下
げ
て
四
千

六
百
円
と
し
ま
し
た
。

二
、 

福
祉
バ
ス
運
行
実
績
に
つ
い
て

　

平
成
十
九
年
度
は
、
二
百
五
十

六
日
運
行
し
ま
し
た
。

（
各
路
線
利
用
実
績
）

三
ヶ
浦
線
・
・
・
二
百
八
十
一
人

横
井
線
・
・
二
千
五
百
六
十
八
人

川
岳
線
・
・
・
・
・
百
五
十
六
人

大
槻
線
・
・
・
・
七
百
七
十
一
人

遠
原
線
・
・
・
・
・
千
九
十
一
人

神
瀬
線
・
・
・
・
・
千
百
十
六
人

　

利
用
料
は
一
回
の
乗
車
に
つ
き

二
百
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）

三�

、
日
赤
社
費
の
取
り
ま
と
め
に

つ
い
て

　

日
赤
社
費
の
取
り
ま
と
め
依
頼

が
あ
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
取
り

ま
と
め
に
つ
い
て
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
取
り
ま
と
め
に
つ
い

第
一
回
区
長
会
開
催

ご迷惑おかけいたします

地区住民を代表して意見を述べました



�

て
は
「
区
」
で
お
願
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

・
納
付
期
限　

六
月
一
日
（
月
）

・
納 
付 
先　

役
場
住
民
福
祉
課

健 
康 
衛 
生 

課 

一�

、
住
民
健
診
問
診
票
の
配
布
に

つ
い
て

・�

六
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
健
診

問
診
票
の
配
布
は
、
区
長
へ
五

月
二
十
五
日
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
四
十
〜
七
十
四
歳

の
特
定
健
診
は
、
住
民
の
健
康

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
の
大
切

な
健
診
で
す
。
年
一
回
の
健
診

を
、
ぜ
ひ
受
け
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
住
民
の
方
へ
周
知
を
お

願
い
し
ま
す
。

二�

、
歯
科
検
診
休
日
オ
ン
コ
ー
ル

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

三�

、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
徴

収
に
つ
い
て

・�

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
に

つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
同
様
四

月
か
ら
六
月
ま
で
の
普
通
徴
収

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
七
月
か

ら
と
な
り
ま
す
。
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

四
、
保
険
証
の
回
収
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者

医
療
の
保
険
証
有
効
期
限
が
七
月

三
十
一
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

八
月
一
日
か
ら
の
新
し
い
保
険

証
は
、
七
月
中
旬
に
「
簡
易
書

留
」
に
て
被
保
険
者
に
送
付
し
ま

　

す
の
で
、
期
限
切
れ
の
保
険
証

回
収
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

産 

業 

振 

興 
課

一�

、
農
業
振
興
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会

議
の
開
催

　

村
の
農
業
振
興
を
図
る
う
え

で
、
広
く
村
民
の
意
見
を
聞
く
た

め
、
昨
年
十
二
月
に
発
足
し
、
月
一

回
の
ペ
ー
ス
で
会
議
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
六
月
に
は
地
域
座

談
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

二
、
各
種
補
助
事
業
の
実
施

　

農
家
の
負
担
軽
減
を
図
り
、
経

営
の
安
定
と
収
益
の
増
加
を
図

り
、
効
率
的
な
農
作
業
が
出
来
る

環
境
づ
く
り
を
目
的
に
補
助
を
行

い
ま
す
。

三
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業
に
つ
い
て

　

現
在
の
捕
獲
許
可
の
状
況
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

○
鹿　

九
月
十
一
日
ま
で

○
猪　

六
月
二
十
日
ま
で

○
猿　

五
月
一
〜
三
十
日
ま
で

四�

、
メ
ジ
ロ
・
ホ
オ
ジ
ロ
な
ど
の

飼
養
に
つ
い
て　

　

愛
が
ん
用
と
し
て
捕
獲
し
た
り
飼

養
し
た
い
方
は
、
捕
獲
許
可
や
飼
養

登
録
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

五
、
竹
林
園
地
化
の
推
進

　

村
内
に
広
く
分
布
し
て
い
る
孟

宗
竹
林
を
産
業
資
源
と
し
て
活
用

す
る
た
め
、
園
地
化
に
よ
る
早
掘

り
タ
ケ
ノ
コ
の
栽
培
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

六
、
緑
の
募
金

　

本
年
度
も
「
広
げ
よ
う　

緑
の

地
球
の
宝
物
」
を
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

標
語
に
「
緑
の
募
金
」
活
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

七
、
各
種
補
助
事
業
の
実
施

　

森
林
の
も
つ
公
益
的
機
能
を
高
め

る
た
め
、
ま
た
、
林
家
負
担
軽
減
を

図
り
、
収
益
の
増
加
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

八�

、「
だ
ん
だ
ん
な
あ
商
品
券
」
に

つ
い
て

　

商
工
業
の
活
性
化
を
促
し
、
地

域
経
済
の
発
展
を
期
し
て
、
定
額

給
付
金
の
交
付
に
合
わ
せ
た
「
だ

ん
だ
ん
な
あ
商
品
券
」
が
商
工
会

を
中
心
に
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
様
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

九�

、「
Ｓ
Ｌ
人
吉
」
復
活
運
行
イ
ベ

ン
ト
に
つ
い
て

十
、
観
光
事
業
と
交
流
事
業
の
実
施

　

球
磨
村
へ
の
観
光
客
の
誘
客
を

図
り
、
村
の
活
性
化
に
繋
げ
る
た

め
、
商
工
会
や
観
光
協
会
及
び
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
と

連
携
を
と
り
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
ま
す
。

教 

育 

委 

員 

会

○
小
学
校
再
編
に
向
け
て

　

平
成
二
十
二
年
度
か
ら
の
小
学

校
再
編
に
伴
う
、
四
小
学
校
か
ら

二
小
学
校
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行

の
た
め
、
諸
事
業
を
行
い
ま
す
。

・�

小
学
校
間
に
お
け
る
児
童
の
交

流
学
習

・�

閉
校
記
念
事
業
実
行
委
員
会
の

発
足

・�

一
勝
地
小
学
校
の
開
校
に
向
け

て
の
準
備

○�

一
勝
地
第
一
小
学
校
改
築
工
事

期
間
中
の
児
童
の
安
全
確
保

○
耐
震
工
事
の
推
進

一�

、
平
成
二
十
一
年
度
生
涯
学
習
講

座
受
講
生
募
集
に
つ
い
て

二��

、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
モ
デ

ル
事
業
に
つ
い
て

　

行
政
区
の
再
編
に
伴
い
、
地
域

を
「
核
」
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
（
公
民
館
分
館
）
を
確
立

し
、
地
域
に
お
け
る
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層
を

一
つ
の
集
合
体
と
し
て
の
「
地
域

づ
く
り
」
を
み
ん
な
の
手
で
作
り

上
げ
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

建　

設　

課

一�

、 

各
種
工
事
に
伴
う
通
行
止
め

等
の
規
制
に
つ
い
て

規制 路線名 場　　所 期　　　間
全　

面

通
行
止

村道第二田代線 一勝地字宮園地内 〜平成２１年６月３０日

時
間
通
行
止
め

村道田代線 大瀬字甲吉松地内 〜平成２１年６月１０日

村道小川線 渡字小川地内
平成２１年４月２７日
　　　　　〜当分の間
※８：３０〜１７：００

地区住民と行政とのパイプライン



�

　

五
月
八
日
、
澄
み
き
っ
た
青

空
、
そ
し
て
眩
し
い
日
差
し
の
な

か
、
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催

の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
村

内
よ
り
男
子
十
チ
ー
ム
、
女
子
十

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

開
会
式
で
は
、
香
月
千
松
会
長

が
「
こ
の
大
会
は
、
健
康
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
、
活
躍
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
今
日
は
、
練
習
の
成
果
を
十

分
に
発
揮
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
次
に
来

賓
の
桺
詰
恒
雄
村
長
が
「
老
人
ク

ラ
ブ
会
員
の
方
々
が
先
頭
に
立
っ

て
健
康
づ
く
り
ま
た
は
、
村
政
に

協
力
い
た
だ
き
、
感
謝
し
て
い
ま

す
。
天
気
が
い
い
の
で
、
水
分

を
採
り
な
が
ら
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。
そ
の
後

に
愛
甲
泰
治
村
議
会
議
長
が
挨
拶

し
、
前
年
度
に
優
勝
し
た
鏡
山
長

寿
会
と
国
見
会
か
ら
、
水
篠
等
選

手
と
遠
原
ス
イ
子
選
手
が
選
手
宣

誓
を
行
い
競
技
に
入
り
ま
し
た
。

　

競
技
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
男
子
の
部
）

　

優
勝　

鏡
山
長
寿
会
（
境
目
）

　

二
位　

毎
床
寿
ク
ラ
ブ

　

三
位　

鏡
山
長
寿
会
（
水
篠
）

（
女
子
の
部
）

　

優
勝　

国
見
会
（
遠
原
・
俣
口
）

　

二
位　

鏡
山
長
寿
会
（
立
野
）

　

三
位　

渡
西
鶴
亀
会
（
浦
野
）

晴
れ
渡
る
青
空
の
も
と

国
見
会
が
二
連
覇
（
女
子
の
部
）

　
　
　

第
三
十
四
回　

　
　
　
　
　

球
磨
村
老
連
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

四
月
二
十
四
日
、
神
瀬
小
学
校

で
、
全
校
児
童
に
よ
る
交
通
安
全
教

室
が
同
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

一
年
生
と
二
年
生
は
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
作
ら
れ
た
横
断
歩
道
で
、
手
を

挙
げ
「
右･

左
・
右
」
と
大
き
な
声
で

言
い
、
横
断
の
練
習
を
何
回
も
し
ま

し
た
。
ま
た
、
三
年
生
以
上
の
児
童

は
、
自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方
、
横

断
の
仕
方
な
ど
を
一
勝
地
駐
在
所
、

村
交
通
指
導
員
の
指
導
を
受
け
、
熱

心
に
学
び
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
教
室
は
神
瀬
小
の
他
、
村

内
の
各
小
学
校
で
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

通学路は危険がいっぱい
神瀬小交通安全教室

自転車の正しい乗り方を学びました

チームワークで得点をあげます

　

五
月
八
日
、
村
保
小
中
連
繋
事
業
推
進
委
員
会
が
、
役
場
談
話

室
で
村
内
の
三
保
育
園
の
園
長
、
四
小
学
校
の
校
長
、
球
磨
中
学
校

の
校
長
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
議
の
前
に
中
根
教
育
長

は
「
こ
の
事
業
は
、
平
成
十
七
年
に
発
足
し
て
五
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
、
小
学
校
へ
の
入
学
、
中
学
校
へ
の
入
学
へ
ス
ム
ー

ズ
な
移
行
が
で
き
て
い
る
様
で
す
。
来
年
度
は
小
学
校
統
合
を
含
め

て
交
流
学
習
を
計
画
し
て
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
保
育
園
と
小
学
校
と
の
交
流
、
小
学
校
と
中
学
校

と
の
交
流
、
保
育
園
と
中
学
校
と
の
交
流
で
、
こ
れ
ま
で
の
成
果

と
今
年
度
の
計
画
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

た
く
ま
し
く
生
き
る

「
く
ま
っ
子
」
の
育
成
を
め
ざ
し
て

小
中
連
繋
事
業
推
進
委
員
会

スムーズな入学ができるよう協議しました
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食料品、焼酎、タバコ、
ガソリン、理容、観光、
建築の一部、お中元…
何に使おうかなあ

お得です！だんだんなあ商品券
−６月から１０セットまで購入できます−

　４月から１割お得なだんだんなあ商品券を販売していますが、６月から
１０セットまで購入でき、購入期間も７月３１日までとなりました。
　商品券の利用は、村内の商店や指定事業所となりますが、購入セットが
１０セットになりましたので、幅広くご利用いただけます。この機会にぜ
ひ、ご利用ください。

野菜栽培講習会の開催について
　家庭菜園など野菜をつくる楽しみを知ってもらうために、初心者の方を対象に「野菜栽培講習会」
を実施します。
  今回は、転作田への振興作物である大豆と、そら豆、インゲンなどの栽培管理方法について予定し
ています。
  球磨地域振興局農林部農業普及指導課・農業振興課より講師を招いて、身近でわかり易い説明をし
ていただきますので、ご近所お誘い合わせのうえ、お気軽にご参加ください。

● 開催日時　平成２１年６月５日（金）
　　　　　 　１０時００分〜１２時００分 頃まで
● 開催場所　球磨村試験圃場（一勝地温泉かわせみ前）　　
● 作　　物　大豆、そら豆、インゲンなど
● 参 加  費　無料
　※ 多くの方のご参加をおまちしています。

「太秋柿」栽培管理講習会の開催について
　本村では、梨・栗の生産拡大と並んで、「太秋柿」の産地確立と高品質化を推進しています。
　そこで、今回、「太秋柿」の栽培者を対象に、病害虫防除等の「栽培管理講習会」を実施します。
　球磨地域振興局農林部農業普及指導課・農業振興課より講師を招いて、身近でわかり易い説明をして
いただきますので、ご近所お誘い合わせのうえ、お気軽にご参加ください。
　なお、駐車場が狭いので、乗り合わせのうえ、ご参加ください。

● 開催日時　平成２１年６月５日（金）　１４時００分〜１６時００分 頃まで
● 開催場所　川口 新二 氏 果樹園（大瀬地区）　　
● 参 加  費　無料　　　　　　　　　　　　　　※ 多くの方のご参加をおまちしています。

（問い合わせ先）　球磨村産業振興課　農業係　☎32-1115 （内線302）
　　　　　　　　　ＪＡくま下営農センター　　☎28-3060

球磨村商工会、（有）久米商店、川野商店、ストアきくたけ、（合）愛甲商店、
木屋商店、大岩石油ガス店、上原商店、ＪＡ球磨村店、球磨村観光案内所、
一勝地温泉かわせみ、球磨村森林組合

商品券の
販売場所

（問い合わせ先）球磨村商工会　☎２５−６６６０　球磨村産業振興課　☎３２−１１１４
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指定医療機関

★子宮頚部がん  

　愛甲産婦人科ひふ科医院　２２−４０２０
　河野産婦人科医院　　　　２４−３８３８
　瀬戸産婦人科医院　　　　２３−２１３７
　やまぐちマタニティ　　　２４−２７３８

★乳がん　

　愛甲産婦人科ひふ科医院　２２−４０２０
　河野産婦人科医院　　　　２４−３８３８
　瀬戸産婦人科医院　　　　２３−２１３７
　田中クリニック　　　　　２２−７２２２
　辻胃腸科心療内科　　　　２４−２７７７
　手塚病院　　　　　　　　２２−５２７１
　とやまクリニック胃腸科肛門科　２８−３３７５
　外山胃腸病院　　　　　　２２−３２２１
　やまぐちマタニティ　　　２４−２７３８

健康診断のお知らせ
H21年度　健診項目・対象者・個人負担金

健診名 特定�
健診

若者�
健診

後期高齢
者健診

肺�
がん

大腸�
がん

胃�
がん

腹部�
超音波

子宮頚部がん 乳がん 前立腺�
がん

骨粗
しょう症

肝炎
ウイルス健診車 病院 健診車 病院

検
査
方
法

腹囲 
血圧 

血液検査 
腎機能など 

血圧 
血液検査 
腎機能 
など

間接ﾚﾝﾄ
ｹﾞﾝ 
読影

便潜血
反応検

査 
2日法

間接ﾚﾝﾄ
ｹﾞﾝ

 
上腹部
超音波

視診 
頚部細
胞診

視診 
頚部細
胞診

超音波 
マンモグ
ラフィー

触診 
超音波 

マンモグ
ラフィー

血液検
査

前腕骨
の骨密

度

B・C型
肝炎血
液検査

料
金
（
円
）

7,500 7,500 7,400 1 ,600 1 ,640 4 ,536 3 ,460 3 ,730 5 ,888 5 ,500 

3,500 
マンモグ
ラフィー
含む場合

6,500

1 ,600 2 ,900 2 ,460 

対
象
者

国民健康保険
後期 

高齢者 
保険

すべての保険の方が受けられます

40～74歳 
男・女

20～39歳 
男・女

後期高
齢者 

男・女

30歳 
以上 

 男・女

３０～７９歳男・女 
（胃の検査は人によって 
検査不可の場合あり）

２０～７９歳女性 ３０～７９歳女性 30～79
歳 男性

30～79歳
男・女

40歳 
男・女

個
人
負
担
金
（
円
）

69歳
まで 1,000 1 ,000 * * 500 500 1 ,500 1 ,000 1 ,000 2 ,000 1 ,500 

1,000 
マンモグ
ラフィー
含む場合

2,000

500 1 ,000 500 

70～74
歳まで 1,000 * * 　　　負担金なし（無料）

後期 
高齢者 * * 800 　　　負担金なし（無料）

上記の「料金」と比べると、「個人負担金」は
とても、安くなっているのですね！

必ず保険証をご持参
ください

●�待ち時間を少なくするために健診
日時は、個人指定されております。
ピンクの用紙（健康調査票）で、ご
確認ください。

●�期日変更につきましては、希望健
診日の最後（10時30分〜）に受診
いただくようお願いします。

　�役場への変更のお電話は要りませ
ん。

●�役場よりお渡しする健診票

に必要事項を記入し医療機

関で受診してください。

●�料金は直接、医療機関にお

支払いください。

●�後期高齢者保険証・障害手

帳等の提示で、個人負担金

が無料となりますので、必

ずご持参ください。

●�健診票がありませんと、受

診できませんので、ご注意

ください。

（�健康衛生課にお申し出く

ださい。）

 ★健診日程

・６月１２日（金）〜１４日（日）

　　　　　　　　　渡多目的集会施設

・６月１５日（月）〜１６日（火）

　　　　　　　　　かわせみ別館

・６月１７日（水）〜１８日（木）

　　　　　　　　　神瀬小学校体育館

・６月１９日（金）大無田林業センター

乳がん・子宮がん健診を病院で受ける方法
期間：平成２１年７月１日〜７月３１日（ただし、実施機関の休診日を除く）

★�特定健診は、病院受診中の方も対象と
なります。ぜひお受けください。

★�健診では、「保険証の確認」が必要で
す。必ずご持参ください。

★７５歳以上の方へ・・
　　　　　「後期高齢者健診の注意点」

「高血圧」「脂質異常」「高血糖」のお薬を飲んでいらっしゃる

方は、「後期高齢者健診」を受診される必要はありません。

（問い合わせ先）球磨村役場　健康衛生課　☎３２−１１３９
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新型インフルエンザについて

　　　ご近所にいて　相談にのってくれる
　　　　　　　　　民生委員・児童委員をご存知ですか！
　
○民生委員・児童委員
　�　地域福祉向上のために厚生労働大臣から委嘱された「民間奉仕者」です。地域の人々の生活状態を

把握し、援助が必要な人の生活相談に応じ、必要な助言や援助、福祉サービスを適切に利用するため
の情報の提供等を行っています。また、社会福祉を目的とする事業や活動を支援する一方、福祉事務
所等や行政機関の業務に協力するなどの活動を行っています。日常生活に関することや子どものこと
でご相談がありましたら、お気軽に近くの民生委員・児童委員におたずねください。

○委員の３つの基本姿勢
　　自主性・・・地域ボランティアとして、自発的・主体的に活動します。
　　奉仕性・・・人と人とのつながりを大切に、無報酬で活動し、関係行政機関の業務にも協力します。
　　地域性・・・地域に根ざした福祉活動を行い、あたたかな地域社会づくりをめざします。

（問い合わせ先）　球磨村役場　住民福祉課　福祉係　☎３２−１１１２

★新型インフルエンザとは？
　�いままでだれもかかったことのない、インフルエンザです。
　人類のほとんどが、病気に打ち勝つための免疫を持っていませんので世界中で大流行しています。
　国・県・市町村でも大流行に備え、いろいろな対策を始めていますが私たち一人ひとりの備えも重要です。

★かからないためには？
　①手洗い・うがい。
　②人ごみを避ける。（外出が必要なときはマスクをする。）
　③睡眠･栄養を十分にとり、体力をつけておく。

熱・せき・くしゃみの時はマスクをつける。★せきエチケット
　○�せき・くしゃみの時は、ティシュなどで口・鼻を押さえ、人の顔にかからないよ

うに顔をそむける。その後、手を洗う。
　○使用後のちりは、すぐフタつきのゴミ箱に捨てる。

★備えは万全ですか？
　２週間程度は外出しなくても良いように、日頃から食べ物や生活に必要なものを準備
しておきましょう。　（これは、地震などの災害の備えにも役立ちます。）
⇒なぜなら・・
　大流行時には、食べ物や生活に必要なものが、不足すると考えられますし、感染しないように、外に出
ることを控えなければならないからです。

備えのリスト（約２週間分　家庭ごとに必要なものを用意しておきましょう）
食べ物（長期保存できるもの）　米・乾麺・インスタント食品・缶詰類・水・粉ミルク　等
日用品・薬　�マスク・ゴム手袋・うがい薬・石鹸・体温計・氷枕・常備薬・漂白剤・トイレットペーパー・

ティシュペーパー・ごみ用ビニール・懐中電灯・乾電池・紙おむつ　等

　　★新型インフルエンザ相談窓口は　　　　　  ◆新型インフルエンザに関する問い合わせ
　発熱相談センター（人吉保健所）　　　　　　  　０９６−３３３−２２４０（熊本県　健康危機管理課）
　  ０９６６−２２−３１０７「電話」による相談受付　　　   ０９６６−３２−１１３９（球磨村役場　健康衛生課）
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　�

球磨村地域子育て支援センター“陽だまり”
〒 869-6401 球磨郡球磨村大字渡乙 763（渡保育園内）
TEL（0966）33 − 0125　FAX（0966）33 − 0173
ホームページ　http://www7.ocn.ne.jp/~watarih/
Email　watari@mocha.ocn.ne.jp

＊ブログもやってま〜す。携帯からもみられますよ！「支援センター陽だまり」は、月～金の 9:00 ～ 4:00、土曜日は
８:00 ～ 13:00 まで開放しています。（祭日はお休みです）

　�≪6月「陽だまり」行事予定≫
　２日㈫　陽だまりサロン
　９日㈫　陽だまりサロン
１３日㈯　りんごの木サークル
１７日㈬　ママ誕生会
２０日㈯　もったいないセール
２３日㈫　陽だまりサロン
「�ナンシー講座」（子どもの発達に
ついて勉強する講座です。）

２５日㈭　１才7〜１０ヶ月健診

《
あ
お
む
し
》神

瀬
保
育
園

　

子
ど
も
達
の
大
好
き
な
絵
本
に
「
は

ら
ぺ
こ
あ
お
む
し
」が
あ
り
ま
す
。エ
リ
ッ

ク
・
カ
ー
ル
の
絵
が
と
て
も
カ
ラ
フ
ル
で

小
さ
な
卵
か
ら
孵
っ
て
、
月
曜
日
は
り
ん

ご
を
ひ
と
つ
食
べ
ま
し
た
、
火
曜
日
は
な

し
を
ふ
た
つ
食
べ
ま
し
た
・
・
・
と
毎
日

一
つ
ず
つ
食
べ
る
も
の
が
増
え
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
最
後
は
蝶
に
な
る
の
で
す
。

　

先
日
連
休
明
け
に
、
三
歳
以
上
児
が

渡
に
お
茶
摘
に
行
き
、
キ
ャ
ベ
ツ
に
つ
い

た
「
あ
お
む
し
」
を
貰
っ
て
き
ま
し
た
。

穴
の
あ
い
た
キ
ャ
ベ
ツ
、
黒
い
ウ
ン
チ
、

も
ぞ
も
ぞ
と
動
く
様
は
絵
本
と
違
う
立

体
が
あ
り
ま
す
。「
本
物
に
触
れ
る
体
験
」

で
青
虫
を
手
の
ひ
ら
に
乗
せ
て
「
や
わ
ら

か
い
」「
む
に
ゅ
む
に
ゅ
し
て
る
」
輝
い

た
子
ど
も
の
目
が
見
詰
め
て
い
ま
し
た
。

　

数
日
し
た
ら
絵
本
の
と
お
り
に
サ
ナ

ギ
に
な
り
ま
し
た
。
今
は
全
部
が
ケ
ー

ス
の
上
の
部
分
に
ジ
ー
と
し
て
青
色
か
ら

少
し
茶
の
混
じ
っ
た
色
に
変
化
し
て
い
ま

す
。
何
故
ケ
ー
ス
の
上
に
？
キ
ャ
ベ
ツ
の

上
で
は
な
い
の
？
何
故
食
べ
る
穴
は
丸
い

の
？
不
思
議
な
こ
と
が
一
杯
で
す
。
三
歳

の
男
児
が
絵
本
を
広
げ
て
「
は
ら
ぺ
こ

あ
お
む
し
」
を
歌
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
二
十
一
世
紀
を
背
負
っ
て
生
き
る
子
ど
も
た
ち
に
、
何

と
し
て
も
平
和
な
世
の
中
を
引
き
継
ぎ
た
い
。
罪
も
な
い
多

く
の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
る
愚
か
な
戦
争
を
再
び
繰
り
返

し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
過
去
の
悲
惨
な
歴
史
を

語
り
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
保
育
者
の
責
務
で

あ
る
」
と
考
え
前
園
長
が
始
め
た
平
和
保
育
が
三
十
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
年
は
「
平
和
の
大
切
さ
、戦
争
の
愚
か
さ
、命
の
尊
さ
」

を
考
え
、
保
護
者
・
地
域
の
み
な
さ
ん
に
呼
び
か
け
て
千
羽

鶴
を
折
り
ま
す
。
千
羽
鶴
は
核
兵
器
廃
絶
を
願
っ
て
長
崎

の
平
和
祈
念
像
へ
手
向
け
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
オ
バ
マ
大
統
領
も
核
廃
絶
に
む
け
た
決
意
を

表
明
し
ま
し
た
。
核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
を
願
っ
て
い

る
の
は
、
み
な
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
こ
れ
か
ら
も
発
信
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
世
界
中
の
病
気
で
苦
し
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
、
何
か
お
役
に
立
て
ば
と
お
思
い
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

キ
ャ
ッ
プ
を
集
め
始
め
ま
し
た
。
ひ
と
り
で
も
多
く
の
子
ど

も
に
ワ
ク
チ
ン
投
与
が
出
来
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
保
護
者
の
み
な
さ
ま
と
平
和
を
願
う
思
い
を

歌
声
に
し
て
届
け
ま
す
。

　

八
月
八
日
（
土
）
は
今
ま
で
の
平
和
保
育
を
振
り
返
り
、

戦
争
体
験
の
な
い
私
た
ち
が
語
り
継
ぎ
、
新
た
な
る
一
歩
へ

む
け
て
踏
み
出
し
て
行
き
ま
す
。

《
第
三
十
回　

平
和
保
育

　
　

〜
新
た
な
る
一
歩
に
む
け
て
〜
》

渡
保
育
園

★陽だまりサロン★

《“平和つなぎ運動”ご協力お願いします !》

《
保
育
園
開
放
を

は
じ
め
ま
す
！
》

こ
が
ね
保
育
園

　

月
に
一
日
、
園
開
放
日
を
設
け

て
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
保
育
園

に
遊
び
に
来
て
頂
き
、
地
域
の
方

と
の
交
流
を
図
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

昨
年
ま
で
は
、
誕
生
会
に
お
う

ち
の
方
を
御
招
待
し
て
い
ま
し
た

が
、
本
年
度
は
、
月
一
回
、
園
開

放
日
を
設
け
て
、
ど
な
た
で
も
自

由
に
保
育
園
に
お
い
で
頂
き
、
お

う
ち
の
方
、
地
域
の
方
等
と
の
交

流
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
、
お
子
様
方
の
普
段
の
園
で

の
様
子
を
ご
覧
頂
く
、
絶
好
の
機

会
で
す
。
た
く
さ
ん
の
方
の
訪
問

を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。　
　

　

た
だ
し
午
後
は
午
睡
の
為
、
お

避
け
下
さ
い
。
午
前
中
な
ら
何
時

で
も
Ｏ･

Ｋ
で
す
。

＊
五
月
の
開
放
日
は
、

　

五
月
二
十
七
日
（
水
）
で
す

「子育て支援センター　陽だまり」は、月〜金の 9:00 〜 4:00、土曜日は８:00 〜 13:00 まで開放しています。
（祭日はお休みです）陽だまりサロンも月に３〜４回やっています。下記の日程をご覧になり、親子でそしてマタニティさんもどうぞ
お気軽においでください。お待ちしています。

もったいないセール !!

～第30回渡保育園平和保育～
●千羽鶴を折ります。
　７.５cm四方の折り紙で鶴を折ります。
折り紙は、保育園においてありますので
ご自由におとりください。
●ペットボトルキャップを集めます。
　ペットボトルキャップを洗って乾いた
ものをお持ち下さい。ワクチン投与の一
助にしたいと思います。（800個で一人
分のワクチン）

　「ここに来ると、癒されまーす。」との
お言葉を陽だまりママから頂きました！
スタッフ一同、これからも球磨村の陽だ
まり様のために頑張ります !!

と　き：平成21年6月20日（土）
　　　　　　AM.11:00〜12:00
ところ：渡保育園　玄関ロビー
＊�4回目を迎えるもったいないセール。　
今回も掘り出し物があります。

〈今月の赤ちゃんこんにちは〉

陽
だ
ま
り
デ
ビ
ュ
ー

の
ベ
ビ
ー
で
す
。

ミニトマトの苗
を植えました。
大きく大きく
なあれ！

お水をたっぷり
あげましょうね

「絵本について」
のミニ講座を聞き
ました。
絵本って奥が深い

フリートーク。
盛り上がってます!
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社会福祉協議会

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ
御
遺
族
の
方
々

か
ら
香
典
返
し
と
し
て
御
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。
皆
様
の
お
気
持
ち
を
大
切

に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

  

（
四
月
分
）

○
大
岩　

貴
智
郎　

様（
故　

マ
サ
子
）

○
楮
木　

一
義　
　

様（
故　

さ
よ
子
）

○
花
園　

キ
ヨ
子　

様（
故　

次　

義
）

○
楠　
　

久
宗　
　

様（
故　

本　

僧
）

○
内
布　

啓
徳　
　

様（
故　

ス
エ
子
）

よ
せ
ら
れ
た
善
意

香典返し

心配ごと相談  気軽に相談を
　生活する上での様々な悩みや問題等ありました
ら、気軽に相談ください。種々の関係機関と連携
をとりながら、解決へのアドバイスをいたします。

　◎ 相談日　毎月第４金曜日
　◎ 時　間　午前９時～１２時
　◎ 場　所　高齢者生活福祉センター「せせらぎ」
　◎ 問合先　球磨村社協　☎ 32 - 0 0 2 2

　

四
月
の
下
旬
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
丸
岡

公
園
と
球
磨
村
の
運
動
公
園
に
つ
つ
じ
を
見
に

行
き
ま
し
た
。

春

感
を

じ
て

丸
岡
公
園
に
何
年
振
り

か
に
行
き
ま
し
た
が
、

木
も
大
き
く
な
っ
て
い

て
、
綺
麗
で
し
た
。
ま

る
で
、
つ
つ
じ
の
楽
園

の
よ
う
で
し
た
。

天気もよくて、
つつじも綺麗で
よかった。

丸岡公園

運
動
公
園

運動公園のつつじは、淀
川つつじなので、花が大
きくとても綺麗だった。

初
め
て
行
っ
て
綺
麗

だ
っ
た
が
、
時
期
が

遅
く
そ
れ
が
残
念
。

満
開
の
と
き
に
行
き

た
か
っ
た
。

テーマ　食中毒 
　この時期、野外でバーベキューや焼肉な
どをする機会が多くなり、それに伴い、家
庭で起こる食中毒も増えてくるので、次の

ことに注意して楽しい一時を過ごしましょう！

1．�肉を焼く時は専用の箸やトング（食品をピンセットの
ように挟むもの）を用意して、絶対に自分の取り箸で
生肉に触れないようにしましょう。

2．�クーラーBOXなどを用意して、保冷剤を肉の上下に
置きしっかり、冷やしましょう。また、こまめな手洗
いをしましょう。

3．生焼けにならないように、しっかり加熱しましょう。
　　　　　　　
■ 食中毒予防３原則
原則１．菌をつけない。
　　　　食材・手・調理器具をしっかり洗う。
　　２．菌を増やさない。
　　　　室温で放置しない。
　　３．菌を死滅させる。
　　　　加熱が基本。但し、絶対ではありません。
　　　　時間のたったものは思い切って破棄する。

年会費
一般会員   　500円

特別会員　5,000円

みんなでつくる
福祉社会

　今年も球磨村社会福祉協議会の会費につい
ての御協力を、６月に区長及び班長を通じ
て、お願いしますので、よろしくお願いしま
す。
　この会員会費制は、村民の皆様からの善意
による、いわば助け合いの精神にもとづいて
行なわれる性格上、会員上の特典があるのも
ではありません。また、会員の加入促進につ
きましても少しでも多くの皆様にご入会をい
ただきたいという願いはありますが、ご加入
はあくまで個人の自由であり、決して強制的
なものでも、他から強制されるものでもあり
ません。当然のことながら会員とならなけれ
ば不利益が生じることもありません。
　このようなことから、社会福祉協議会の性
格をご理解いただき御協力を賜りますようよ
ろしくお願い致します。

♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥

♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
♡
♥
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青年団活動の記録

（Blue Halcyon Times）

■ 平成２１年度 リーダー研修
　４月１９日に球磨郡あさぎり町深田にあります、球磨郡青年会館で平成２１
年度リーダー研修会が行われました。リーダー研修はひとりひとりのリーダー
としての資質を磨き、未来の人材を育成するとともに、地域力の向上を図るこ
とを目的に開催されました。今回は、熊本県政策調整参与　小野　泰輔さんを
講師として、「楽しく時代を切り開く生き方って？〜人生の可能性を広げるヒ
ント〜」と題し、講演会をしていただきました。リーダーとしての資質や、仕
事の流儀、また人生を楽しむためのコツなどを教えていただきました。
　また講演会の後は、
各部の方針説明や各部
顔合わせを行いまし
た。今年度の球磨郡青
年団協議会のスローガ
ンは、『親和、融和、
そして調和へ』です。

第４５回 球青協文化祭
◆日時　１日目　平成２１年６月２７日　土曜日　午前８時３０分から 
　　　　２日目　平成２１年６月２８日　日曜日　午前９時００分から 
◆会場　球磨郡あさぎり町　須恵文化ホール

意気込み！
　去年は、ステージ部門（ダンス２位・のど自慢３位）、展示部門
（絵画１位・住生活８位・写真６位・ホームページ１・２位・広報
誌２位）のそれぞれの部門で優秀な成績を残していますので、今年
は去年以上の成績を収めるように頑張ります。練習も魂を入れて頑
張ります。
　ぜひ、お誘いあわせのうえ、お気軽にお越しください！！

お知らせ
青年団の活動に参加してみませんか？
暇なときに「参加してみようかな〜。」
という感じで大丈夫です！！他の市町
村の方でも誰でも参加できます。
ちょっとでも興味持たれた方、ぜひどう
ぞ！手軽にホームページからＯＫです。

（パソコン）　
http://k-ypa. net/

（携帯電話）　
http://k- ypa.net/i/

日本赤十字社から表彰を受けました！
　平成２０年度において目標額５１５，０００円に対して７３３，５００円の募金協力がありました。

このようなことから社資増強運動で顕著な成果を挙げたことに対し
日本赤十字社熊本県支部支部長より感謝状が贈呈されました。この
表彰は人吉市球磨郡内では本村のみです。
　日本赤十字社の活動を推進していくための事業資金の多くは、社
員から拠出される社費と法人・団体などから寄せられる寄付金で成
り立っています。このため平成２１年度におきましても「一世帯に
一人の社員加入」を目標に取り組んでいきますので、皆様のご協力
をよろしくお願いします。
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　　　　　　　　　　　　　　　6 月 の 行 事 予 定 　 　（ 変更になる場合もあります ）

日 月 火 水 木 金 土

1
◆�人権相談
 （10:00〜　役場）

2
◆�球磨村選挙管理
委員会

（10:00〜　役場）

3 4 5 6
◆�大槻キャンプ場
開き(10:00)
◆�5回ホタルコン
サート
（18:30 やまなみ）

7
◆消防団夏期訓練
（9:00 渡小）
◆�献血
（9:30 渡多）

8 
◆�球磨村防災会議
（10:00 改セ）

9
◆�球磨村交通安全

協会総会

10
◆�郡体グラウンド
ゴルフ大会（湯
前町）
◆定例町村長会議
◆区長文書

11 12
◆�村PTA連絡協議
会総会
（18:00 やまなみ）

13
◆東京カワセミ会

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25
◆�1才8ヶ月児健診
　（13:00　渡多）
◆区長文書

26 27 

◆�郡青年団協議会
文化祭

28
◆�郡青年団協議会
文化祭

29 30

みんなの
広　場

こ
の
ス
ペ
ー
ス
は
、
村
民
の
み
な
さ
ん
の

ペ
ー
ジ
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

川
柳
、
俳
句
、
短
歌
な
ど
お
寄
せ
下
さ
い
。

肥
後
狂
句

※［ 改セ ］ ；生活改善センター 、 ［ 渡多 ］ ；渡多目的集会施設 、 ［ 神多 ］ ；神瀬多目的集会施設 、 ［ やまなみ ］ 
［ 第一小 ］ ；一勝地第一小学校 、 ［ 第二小 ］ ；一勝地第二小学校 、 ［ 運公 ］ ；総合運動公園 、 ［ 球中 ］ ；球磨中学校 

；石の交流館「やまなみ」

作　

鳥 

飼 

竜り
ん 

胆ど
う

く
さ
れ
縁　

弱
み
握
ら
れ
ま
し
て
ね
ぇ

思
い
出
の
川　

ボ
ー
ト
で　

恋
も
語
っ
た
つ

こ
れ
は
恐
縮　

記
者
会
見
で　

舟
漕
い
で

お
笑
う
な　

畳
の
上
で　

怪
我
し
た
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作　

日 

當 

山 

岳

名
の
売
れ
て　

人
吉
球
磨
も　

活
気
づ
き

泣
き
所　

天
下
の
回
り
も
ん
の
無
ァ

相
手
次
第　

ペ
コ
ペ
コ
し
た
り　

威
張
っ
た
り

悠
々
自
適　

打
ち
出
の
小
槌　

持
っ
と
ら
す

通行規制のお知らせ
路 線 名：村道渡大槻線

　　　　  （渡字島田地内）

期　　間：６月１日〜７月３１日

規制内容：時間通行止め

　　　　　８：３０〜１０：００

　　　　１０：１５〜１２：００

　　　　１３：００〜１５：００

　　　　１５：１５〜１７：００

※　日・祝日は通れます。

（問い合わせ先）

　球磨村役場　建設課

　☎３２−１１１６
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後

集

編

記

　

氏　

名　
　
　

年 

齢　
　

地 

区

楮
木　

さ
よ
子 　

65
才　
　

楮　

木

楠　
　

本　

僧　

 

87
才　
　

俣　

口

花
園　

次　

義 　

82
才　
　

池　

下	

糸
原　

チ
ヲ
エ 　

77
才　
　

糸　

原	

内
布　

ス
エ
子 　

82
才　
　

内　

布	

横
井　

善
次
郎　

 

77
才　
　

横　

井	

4月届出分
（敬称略）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

（ この用紙は再生紙を使用しています。）

人口・世帯の動き

5月1日現在 前月比 前年同月比

世帯数（戸） 1 , 6 4 9  △ 1 △1 7

人　口（人） 4 , 6 7 0  △ 5 △8 6

男　（人） 2 , 2 1 2  △ 3 △2 1

女　（人） 2 , 4 5 8  △ 2 △6 5

お
誕
生
お
め
で
と
う

　

氏　

名　
　
　

保
護
者　
　

地　

区

松
野　

七な
な
ほ星　
　

雄　

貴　
　

松　

野

木
本　

和か
ず
み己　
　

義　

和　
　

山　

口

大
瀬　

暖は
る
と人　
　

浩　

幸　
　

大　

瀬

　
　
　

氏　

名　
　
　
　

出
身
地

　
　

横
井　

誠　
　
　
　

横　

井

　
　

吉
川　

陽
子　
　
　

宇
城
市

寿 ご
結
婚
お
め
で
と
う

　

世
界
中
に
蔓
延
し
て
い
る
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
す
が
、
日

に
日
に
感
染
者
が
増
え
て
い
る
よ

う
で
す
。
し
っ
か
り
と
し
た
予
防

が
必
要
で
す
ね
。
我
が
家
で
も
、

手
洗
い
・
う
が
い
を
心
が
け
て
い

ま
す
が
、
な
か
な
か
子
ど
も
達
は

言
う
こ
と
を
聞
い
て
く
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
あ
〜
、
い
よ
い
よ
夏
本
番
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
昨
年

も
書
い
た
と
思
い
ま
す
が
、「
脱
メ

タ
ボ
」
を
今
年
こ
そ
は
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。（
昨
年
は
、〝
お

前
は
、
言
う
ば
っ
か
り
で
い
っ
ち
ょ

ん
痩
せ
ん
た
い
”
と
よ
く
言
わ
れ

ま
し
た
。）
最
近
、
衣
替
え
を
し
た

所
、
昨
年
着
て
い
た
服
が
・
・
・

　

頑　

張　

り　

ま　

す　

！

　
　
　
　
　
　
　
　
（
松　

祐
）

球磨村文化協会
山野草・庭木づくり展示会開催

　山野草・庭木づくりサークルが、昨年から
開催している展示会を５月１６・１７日に一
勝地駅で行いました。同サークルは、「ふれ
あいまつり」に作品を展示していますが、
より多くの人に見てもらうため、行っていま
す。一勝地駅構内には、たくさんの作品が展
示され、行き交う人の注目を浴びていまし
た。

　平成１７年度から始まった球泉洞トンネル
工事で掘削した捨土を活用して農地を嵩上げ
し、区画を整理して生産性を高めるために、
平成１８年度から整備が始まりました。整備
された農地は、最大で約８メートル嵩上げさ
れ、小さい農地が何枚もあったものを約３０
枚程度に整理しました。また、アスファルト
舗装された幅員３ｍの農道が４本と用水路、
排水路も整備されています。

生まれ変わった田んぼ！
土地改良事業が終了（大瀬地区）


